
   

                 

 

 

  

    

      

 

５
月
１
３
日
、
東

京
地
裁
で
画
期
的

な
判
決
が
出
ま
し

た
。
定
年
後
に
嘱
託

   （１） 

 

 

 

 

「
立
法
府
の
長
」
な
ど
と
う
そ

ぶ
き
、
そ
の
独
裁
性
を
強
め
る
安

倍
首
相
に
対
す
る
国
民
の
怒
り
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
憲

法
を
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
勝
手

に
解
釈
し
、「
戦
争
法
＝
安
保
関
連

法
」
を
強
行
採
決
・
成
立
さ
せ
、

戦
争
へ
の
道
に
突
進
す
る
安
倍
首

相
に
対
す
る
国
民
の
危
機
感
と
怒

り
が
、
５
月
３
日
の
憲
法
集
会
に

５
万
人
に
お
よ
ぶ
人
々
を
結
集
さ

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
が
呼
び
か
け
た
２

０
０
０
万
統
一
署
名
が
、
こ
の
日

ま
で
に
１
２
０
０
万
筆
集
ま
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
京
地
本
も
こ
の
間
、
中
央
本

部
か
ら
の
呼
び
掛
け
に
応
え
て
、

各
支
部
の
組
合
員
と
共
に
、
戦
争

法
廃
止
の
街
頭
で
の
宣
伝
行
動
、

署
名
行
動
を
京
橋
駅
、
大
塚
駅
頭
、

秋
葉
原
な
ど
で
お
こ
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
各
支
部
で
の
署
名

の
取
り
組
み
も
要
請
し
、
多
く
の

署
名
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
集
ま
っ
た
署
名
は
総
が
か
り
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社
員
と
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
手
が
、
待
遇
が
不
当

だ
と
労
契
法
２
０
条
を
活
用
し
た

裁
判
「
正
社
員
と
同
一
の
仕
事
な

の
に
賃
金
に
差
が
あ
る
の
は
違
法

だ
」
と
し
て
、
会
社
に
対
し
て
正

社
員
と
同
じ
賃
金
の
支
払
い
を
命

じ
る
判
決
が
で
ま
し
た
。
労
働
者

側
の
完
全
勝
利
で
し
た
▼
詳
し
い

内
容
は
さ
て
置
き
、
こ
の
労
働
契

約
法
２
０
条
の
素
晴
ら
し
さ
の
一

角
が
世
間
に
知
れ
渡
っ
た
瞬
間
だ

と
思
い
ま
す
。
最
近
、
マ
ス
コ
ミ

紙
面
に
載
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
ニ

ュ
ー
ス
や
新
聞
の
一
面
を
賑
わ
す

な
ど
「
労
働
者
の
思
い
」
が
こ
の

時
代
に
リ
ン
ク
し
た
と
感
じ
ま
し

た
▼
今
か
ら
２
年
前
の
５
月
、
労

契
法
２
０
条
裁
判
が
各
地
で
始
ま

り
し
ま
し
た
。
負
け
た
判
決
も
ど

こ
か
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
い

よ
い
よ
、
郵
政
２
０
条
裁
判
も
証

人
調
べ
と
法
廷
の
場
で
山
場
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
郵
政
の
正

念
場
で
あ
り
、
ま
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
傍
聴
支
援
を
は
じ
め
と
し

た
各
支
援
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
浅
） 

 

３
月
２
９
日
、
憲
法
違
反
の
安
全
保
障
関
連
法
＝
戦
争
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
の

に
よ
そ
の
国
の
戦
争
に
参
加
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。
今
、
日
本

が
戦
争
へ
の
道
に
進
む
の
か
、
そ
れ
と
も
憲
法
９
条
を
守
り
戦
争

し
な
い
国
を
つ
づ
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
万
署

名
を
集
め
き
り
、
戦
争
法
廃
止
の
野
党
共
闘
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

行
動
実
行
委
員
会
に
送
付
し
ま
し

た
。 

 

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
は

５
月
１
９
日
に
署
名
の
一
部
を
国

会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
６
月
３
０
日
ま
で
に
２
０
０
０

万
達
成
を
勝
ち
と
ろ
う
と
、
呼
び

か
け
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

東
京
地
本
は
再
度
呼
び
か
け
ま

す
。
職
場
、
地
域
、
街
頭
、
家
族
、

知
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
場
で

の
と
り
く
み
を
お
こ
な
お
う
！ 

 

戦
争
法
廃
止
、
立
憲
主
義
の
堅

持
、
憲
法
九
条
を
守
り
活
か
し
て

い
く
と
り
く
み
と
し
て
、
２
０
０

０
万
署
名
を
全
組
合
員
の
参
加
、

行
動
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
！ 
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７
月
の
参
院
選
挙
で
は
、
憲
法

９
条
を
変
え
て
戦
争
で
き
る
国

に
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
戦
争
法

を
廃
止
し
、
立
憲
主
義
と
民
主
主

義
を
と
り
も
ど
す
の
か
、
二
つ
の

選
択
が
問
わ
れ
ま
す
。 

 

戦
争
法
廃
止
、
安
倍
政
権
退
陣

な
ど
を
求
め
る
市
民
運
動
の
「
野

党
は
共
闘
」
の
声
に
押
さ
れ
て
、

参
院
選
挙
の
３
２
あ
る
一
人
区

で
「
野
党
統
一
候
補
」
が
全
選
挙

区
で
実
現
す
る
方
向
で
す
。 

 

そ
の
他
の
課
題
で
も
野
党
共
闘

が
前
進
し
て
い
ま
す
。
野
党
４
党

は
５
月
１
９
日
、
長
時
間
労
働
や

過
労
死
を
な
く
す
た
め
に
、
残
業

時
間
の
法
規
制
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
労
働
基
準
法
改
正
案
（
長
時
間

労
働
規
制
法
案
）
を
衆
院
に
共
同

提
出
し
ま
し
た
。 



 

 

 

学
習
会
は
、
ま
ず
安
倍
首
相
の

ダ
ボ
ス
会
議
で
の
演
説
（
２
０
１

４
年
１
月
２
日
）「
既
得
権
益
の
岩

盤
を
打
ち
破
る
ド
リ
ル
の
刃
に
な

る
と
、
私
は
言
っ
て
き
ま
し
た
。

向
こ
う
２
年
間
、
い
か
な
る
既
得

権
益
と
い
え
ど
も
、
私
の
「
ド
リ

ル
」
か
ら
無
傷
で
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
…
雇
用
市
場
を
改
革
し
ま

す
。
」
と
労
働
政
策
の
（
本
音
）
を

明
ら
か
に
し
、
労
働
側
か
ら
西
谷

敏
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
は

「
労
働
法
は
ま
さ
に
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
。
予
定
さ
れ
て
い
る
規

制
緩
和
が
そ
の
ま
ま
進
め
ら
れ
る

と
、「
格
差
社
会
」
は
一
層
深
刻
化

し
、
正
社
員
も
非
正
規
社
員
も
、

ま
た
そ
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
限
定
正
社
員
も
、
デ
ィ
―
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
）
か
ら
ほ
ど
遠
い

労
働
と
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
と
危
機
感
を
訴
え
て
い

る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

安
倍
「
雇
用
改
革
」
の
特
徴
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
す
で
に
実
施

済
み
の
も
の
と
こ
れ
か
ら
実
施
さ

れ
る
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。 

① 

直
接
雇
用
原
則
の
破
壊
（
非
正 

 
 

 
 

 
 

規
化
の
促
進
）
と

し
て
の
労
働
者 

 
 
 

派
遣
法
の
改
悪

（
済
）
、
日
雇
派
遣 

 
 

の
規
制
緩
和
（
検

討
）
②
労
働
時
間

法
制
の
改
悪
・
労

基
法
の
改
悪
（
継

続
審
議
）
、
③
解
雇

自
由
法
制
の
導 

入
、
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
の
導 

入
（
検
討
中
）、
④
職
業
安
定
行
政 

の
変
質
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
地
方
移 

管
（
審
議
中
）
、
⑤
多
様
な
回
路
で 

の
労
働
力
の
調
達
、
高
齢
者
雇
用 

安
定
法
・
雇
用
保
険
の
見
直
し 

（
済
）
外
国
人
技
能
実
習
生
法 

案
・
入
管
法
案
（
審
議
中
）
女
性 

活
躍
推
進
法
（
済
）、
配
偶
者
手
当 

廃
止
（
検
討
中
）
な
ど
で
す
。 

こ
れ
ら
改
悪
の
源
・
起
点
が
ア

メ
リ
カ
資
本
・
日
本
経
団
連
だ
っ

た
も
の
が
こ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
新

興
経
済
勢
力
（
新
経
済
連
盟
、
楽

天
三
木
谷
氏
ら
Ｉ
Ｔ
企
業
家
、
パ

ソ
ナ
南
部
社
長
、
竹
中
平
蔵
会
長
）

に
変
化
し
て
い
る
。 

ご
ま
か
し
戦
略
・
ス
テ
ル
ス
戦

略
と
し
て
、
こ
っ
そ
り
と
知
ら
ぬ

間
に
狙
い
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い

ま
ま
法
改
悪
が
さ
れ
て
い
る
状
況

が
あ
り
ま
す
。 

 

 

安
倍
雇
用
改
革
の
狙
い
は
、「
低

コ
ス
ト
で
最
大
限
の
成
果
を
あ

（２） 

４
月
の
第
３
回
支
部
長
会
議
で
は
、
安
倍
雇
用
改
革
が
労
働
法
制

の
大
改
悪
を
進
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
で
の
学
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
全
労
連
常
任
幹
事
で
、
雇
用
・
労
働
法
制
局
長
の
伊
藤
圭
一
氏

を
講
師
に
招
き
労
働
法
制
「
改
悪
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

当
面
の
行
動
日
程 

 

６
月
５
日 

 
 

戦
争
法
廃
止
！
安
倍
内
閣 

退
陣
国
会
前
大
行
動 

 

６
月
８
日 

 
 

青
葉
郵
便
局
雇
止
め
裁
判

判
決
（
東
京
高
裁
） 

 

６
月
１
１
日
・
１
２
日 

 
 

全
国
委
員
長
会
議 

 

６
月
１
１
日 

 
 

米
軍
横
田
基
地
反
対
集
会 

 
 
 
 
 
 
 

福
生
公
園 

 

６
月
１
７
日 

 
 

東
京
総
行
動 

 

６
月
２
２
日 

 
 

東
京
地
本
第
８
回
地
方
委 

員
会
（
豊
島
区
立
生
活
産

業
プ
ラ
ザ
） 

６
月
３
０
日
～
７
月
２
日 

 
 

第
５
回
全
国
大
会 

  

 

今
年
も
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

て
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行

進
（
東
京
―
広
島
コ
ー
ス
）
が
５

月
６
日
、
夢
の
島
を
出
発
し
、
７

日
の
川
崎
市
役
所
ま
で
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
求
め
て
行
進
し

ま
し
た
。 

 

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
か
ら
ま
も
な
く
７
１
年
目

の
夏
を
迎
え
ま
す
。「
平
和
行
進
」

も
５
８
回
と
な
り
、
い
ま
で
は
約

１
４
０
０
自
治
体
を
通
り
、
約
１

０
万
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
沿
道
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ

ラ
ン
ダ
か
ら
手
を
振
っ
て
く
れ

る
方
々
に
元
気
を
も
ら
い
「
郵
政

平
和
の
旗
」
を
神
奈
川
に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。 
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げ
、
使
用
者
の
都
合
で
柔
軟
に
使

え
る
労
働
力
の
入
手
」
で
す
。
こ

の
ま
ま
改
悪
が
続
け
ら
れ
る
と

企
業
に
と
っ
て
も
国
民
経
済
に

と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。 

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
「
解

雇
自
由
」
規
定
の
断
念
、
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン

断
念
、
最
賃
法
改
正
で
の
「
生
活

保
護
と
の
整
合
性
」
の
盛
り
込
み

な
ど
、
攻
撃
は
止
め
ら
れ
る
。
修

正
で
き
る
。
要
求
実
現
に
転
ず
る

こ
と
も
で
き
る
。 

こ
の
と
こ
ろ
の
安
倍
発
言
は
、

選
挙
を
前
に
規
制
強
化
の
ポ
ー

ズ
？
が
あ
る
。
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」
「
長
時
間
労
働
の
是
正
す

る
仕
組
み
」
な
ど
、
選
挙
を
勝
ち

抜
い
て
、
憲
法
改
正
の
悲
願
に
道

筋
を
つ
け
た
い
と
い
う
執
念
の

あ
ら
わ
れ
。 

 

 

悪
法
は
作
ら
せ
な
い
、
職
場
に

入
れ
さ
せ
な
い
。
学
習
し
、
情
勢

を
共
有
し
、
運
動
を
広
げ
る
こ

と
。
宣
伝
行
動
を
強
化
す
る
こ

と
。
議
員
要
請
、
要
求
を
政
治
に

伝
え
よ
う
。
仲
間
づ
く
り
を
、
労

働
組
合
を
大
き
く
し
よ
う
。
国
会

行
動
へ
の
参
加
を
。
労
働
法
制
改

悪
反
対
の
集
会
へ
結
集
し
よ
う
。 

今
回
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

も
あ
っ
た
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
の

高
さ
も
あ
っ
て
詳
し
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
労
省
内

検
討
会
の
視
点
の
説
明
。
政
府
・

与
党
が
出
し
て
き
た
の
は
選
挙

向
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。 

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
原
則

の
適
用
に
関
す
る
「
正
し
い
」
政

策
適
用
を
検
討
・
普
及
し
、
世
論

化
す
る
必
要
が
あ
る
。
全
労
連
と

し
て
は
現
在
、
要
求
を
ま
と
め
て

い
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 今

回
の
学
習
会
に
２
３
ペ
ー

ジ
に
及
ぶ
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
レ
ジ
ュ
メ

を
読
む
だ
け
で
も
十
分
役
立
ち

ま
す
の
で
必
要
な
組
合
員
は
地

本
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

郵政産業労働者ユニオン東京地本

規約にも続き下記のとおり第８回

地方委員会を開催します。 

記 

日 時 ６月２２日 ９時３０分

開場１０時開会 

議 題 第５回全国大会議案につ

いて 

場 所 豊島区立生活産業プラザ 

以上 

 


